
 

 

令和６年度「１人１台端末を活用した『心の健康観察』の導入に向けた調査研究事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深川市教育委員会 

校内の相談体制の工夫 

○ 入力内容の確認、内容に基づく相談支援のフローや体制 

【Ａ校の支援体制】 

① 10時頃までに教頭、養護教諭が確認 

② 養護教諭が確認結果をプリントに記載し、 

気になる子どもについて学年団に周知 

③ 子どもからコメントに書き込みがあった場 

合は、プリント等で学級担任に報告 

④ 顔マークに変化があった子どもに対して、 

学級担任が声掛け 

⑤ 教育相談やケース会議を必要に応じて実施 

 

 

 

主な実施体制 

○ 子どもの実施状況 

 

 

 

導入した健康観察アプリ 

○ LEBER 社（LEBER for School） 

・フェイススケール（顔マーク）による日々の気分入力 

実施学校数及び対象人数 

小  学  校 ６校  670 名 

中  学  校 ２校  335 名 

成果と課題 

○ 子どもが、アプリ内のコメント機能で不安を伝えることがあり、迅速に対応できた。 

○ 先生に直接話しにくい児童生徒にとっては有効。教職員が共有することで、複数の目で子

どもを見守ることができた。 

○ 平時から入力することで、重大な事故が生じた場合でも児童生徒の心の状況把握に役立て

ることができる。 

○ 感染症流行時に行う風邪調べをアプリに入力できるため、朝の対応時間を短縮できた。 

● 小学校低学年は、朝の時間で行う学習準備作業が多く、入力への負担感があることから、実

施対象学年を検討する必要がある。 

● 小規模校では、子どもの様子を教職員が見取ることができることから、入力への指示や確

認に要する時間等の負担を考慮し、実施の必要性を検討する必要がある。 

 

 

相談支援の事例 

○ リスクの高い子どもの早期発見、早期支援につながった事例 

 ・フェイススケールの入力状況に応じて、校内教職員による複数での見守りや当該の子ども

への声掛けの頻度を増やし、リスクの未然防止に役立っている。 

 ・保護者が不安を感じ、子どもの対応について学校に過剰な要求をする事例があり、当該の子

どものフェイススケールの入力状況を示し、学校での様子を説明することができた。 

 

【Ａ校】 

 ・登校から朝の学活までの間に入力 

 ・遅刻の子どもに対しては、入力の指

示なし 

【Ｂ校】 
 ・登校から10時半までの間に入力（アプ

リ上で入力時間の制御） 
 ・教育支援センターに通っている子ども

は訪問時に入力 


